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題 目：Epidemiological studies of food allergy and food-responsiveenteropathy in dogs in

Japan

（日本における犬の食物アレルギーと食事反応性腸症に関する疫学研究）

論文要旨：食物アレルギーは、皮膚や消化器症状を伴う非季節性疾患であり、皮膚症状の有無に

関わらず食物抗原の摂取により慢性の消化器症状を伴うことがある。食物アレルギーは非免疫介

在性の食物不耐性と比較して、抗原-IgE抗体を介した肥満細胞からのヒスタミン放出に関連する

I型過敏症と、IgE非介在性に生じるもの（III型過敏症やIV型過敏症）に分けられる。犬の食

物アレルギーは、犬アトピー性皮膚炎とは異なり、血清中IgE濃度の上昇が認められない症例が

存在することが報告され、これら症例では、食物アレルゲンに対して増殖反応を示すリンパ球が

末梢血中に存在することが明らかにされ、T細胞が主体となって起こる過敏症であるIV型過敏

症が関与している可能性が示唆された。さらにこの末梢血中に存在する食物アレルゲンに反応す

るリンパ球を確認する方法が、その後日本国内において商業的に利用可能となった。これまでに

食物アレルギーの発生率に関する報告は少なく、さらに犬の食物アレルギーにおけるIgE非介在

性であるIV型過敏症の発生頻度に関する報告はない。そこで第1章では、アレルギー性皮膚炎の

犬における食物抗原に対するリンパ球の増殖反応を示す犬の割合を明らかにした。その結果、ア

レルギー性皮膚疾患に罹患した犬の70.3%(97/138)が食物抗原に対するT細胞の増殖反応が認め

られた。つまり犬の食物アレルギーは抗原-IgE抗体を介した肥満細胞からのヒスタミン放出に関

連するI型過敏症に比べ、IgE非介在性のIV型過敏症の方が罹患している割合が高いことが示さ

れた。

慢性腸症(ChronicEnteropathy, CE)は、犬において嘔吐や下痢などの慢性的な消化器症状を

示す疾患の総称であり、主な原因として抗菌療法に反応する抗生物質反応性腸症

（Antibiotic-responsivediarrhea, ARD）、食事療法に反応する食物反応性腸症（Adversefood

reaction,ARF）、ステロイドに反応する特発性の炎症性腸疾患(InflammatoryBowelDisease,IBD)

を含むステロイド反応性腸症（Steroid-responsivediarrhea,SRE）に分類される。食物反応性腸

症は、免疫学的機序で発生する食物アレルギーや非免疫学的機序で発生する食物不耐症など食事

を変更することによって消化器症状が改善する食物有害反応（Adversefoodreaction, ARF）を

含んでいる。すなわち低脂肪食、高繊維食さらには低アレルギー食（加水分解食、新奇タンパク

食、アミノ酸食など）などへの食事の変更によって慢性嘔吐や下痢などの消化器症状が改善され

る慢性腸疾患といえる。したがって様々な食事を試験的に与えることによって診断する必要があ

る。しかし、犬の慢性腸症における食物反応性腸症の系統立てた除外診断はなされておらず、犬

の慢性腸症における食物有害反応の割合に関するこれまでの報告も少ない。そこで第2章では本邦
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における慢性腸症を示す犬における食物有害反応の割合を検討した。多施設の動物病院で慢性腸

症と診断した犬32頭の56.2%(32頭中18頭)が食物反応性腸症であり、43.8%(32頭中14頭)がステ

ロイド反応性腸症であった。本研究では、食事反応性腸症の診断のために、食物抗原に対するア

レルゲン特異的IgE定量検査およびリンパ球反応試験の結果を参考に低アレルギー食を選択した

結果、検出されたI型過敏症およびIV型過敏症に関与する複数の食物抗原を除外した除去食を容易

に選択することが可能となり、速やかな臨床症状の改善へと繋がった。

本研究の結果から、消化器症状や皮膚の掻痒など食物アレルギーによる臨床症状をコントロー

ルするためには摂取した食物抗原に対するI型過敏症だけではなくIV型過敏症を念頭に置いた食

物除去食試験により食物アレルギーを除外することが必要となる。また食物反応性腸症において

IV型過敏症の関与はこれまでに詳細は検討されていないが、本研究の結果から、リンパ球反応検

査において同定された食物を除外することで速やかな症状改善を認めたことから、食物反応性腸

症においてもIV型過敏症が関与している可能性が示唆された。

犬の食物アレルギーの除外診断が不十分のまま犬アトピー性皮膚炎に対する治療を実施しても

痒みのコントロールは出来ず、本来不必要な薬剤の使用を避けるためにも、適切な低アレルギー

食の選択により食物アレルギーを確実に診断することが重要である。また、IBDの診断・治療に

あたっても、食事反応性腸症を確実に除外することが重要であり、不必要な免疫抑制剤の使用を

減らすことが出来る。従って、皮膚の掻痒に関与する犬の食物アレルギーおよび慢性腸症に関与

する消化器型の食物アレルギーの診断および治療には食物によるIV型過敏症を考慮することの

重要性が本研究結果から明らかになった。






